
政
令
第

号

公
的
資
金
に
よ
る
住
宅
及
び
宅
地
の
供
給
体
制
の
整
備
の
た
め
の
公
営
住
宅
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
公
的
資
金
に
よ
る
住
宅
及
び
宅
地
の
供
給
体
制
の
整
備
の
た
め
の
公
営
住
宅
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
十
七
年
法
律
第

号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

公
営
住
宅
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
管
理
の
特
例
に
係
る
法
第
三
章
の
規
定
の
適
用
に
関
す
る
技
術
的
読
替
え
等
）

第
十
四
条

法
第
四
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
法
第
三
章
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の

と
お
り
と
す
る
。

読
み
替
え
る
法
第
三
章
の
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
二
十
条
、
第
二
十
一
条

事
業
主
体

事
業
主
体
及
び
地
方
公
共
団
体
又
は
地



方
住
宅
供
給
公
社

第
二
十
二
条
第
一
項
、
第
二
十
七
条

事
業
主
体

地
方
公
共
団
体
又
は
地
方
住
宅
供
給
公

第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
二
十

社

九
条
第
一
項
及
び
第
七
項
、
第
三
十

条
、
第
三
十
二
条
第
一
項
、
第
五
項

及
び
第
六
項
、
第
三
十
三
条
第
一
項

第
二
十
五
条
第
二
項
、
第
三
十
三
条

事
業
主
体
の
長

地
方
公
共
団
体
の
長
又
は
地
方
住
宅
供

第
二
項
、
第
三
十
四
条

給
公
社
の
理
事
長

第
三
十
一
条
第
一
項

事
業
主
体

事
業
主
体
又
は
地
方
公
共
団
体
若
し
く

は
地
方
住
宅
供
給
公
社

第
三
十
二
条
第
三
項

同
項

地
方
公
共
団
体
又
は
地
方
住
宅
供
給
公

社
が
同
項

第
三
十
四
条

第
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二

第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
明



十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
家

渡
し
の
請
求
又
は
第
三
十
条
第
一
項
の

賃
の
決
定
、
第
十
六
条
第
四
項
（

規
定
に
よ
る
あ
つ
せ
ん
等

第
二
十
八
条
第
三
項
又
は
第
二
十

九
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

家
賃
若
し
く
は
金
銭
の
減
免
、
第

十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
敷

金
の
減
免
、
第
十
九
条
（
第
二
十

八
条
第
三
項
又
は
第
二
十
九
条
第

八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
家
賃
、

敷
金
若
し
く
は
金
銭
の
徴
収
の
猶

予
、
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定



に
よ
る
明
渡
し
の
請
求
、
第
三
十

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
あ
つ
せ

ん
等
又
は
第
四
十
条
の
規
定
に
よ

る
公
営
住
宅
へ
の
入
居
の
措
置

２

第
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
又
は
地
方
住
宅
供
給

公
社
が
公
営
住
宅
の
管
理
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
住
宅
金
融
公
庫
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

住
宅
金
融
公
庫
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
第
十
号
中
「
建
築
基
準
法
施
行
令
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
」
を
加
え
る
。

第
十
七
条
の
七
中
「
公
庫
は
、
」
の
下
に
「
貸
付
け
（
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
第
十
条
第
一
項
本
文
の
貸
付
け
及
び
法

第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
第
四
号
の
資
金
の
貸
付
け
を
除
く
。
）
又
は
」
を
加
え
、
「
公
庫
の
貸
付
け
に
係
る
」
を
削
り
、

「
貸
付
債
権
」
の
下
に
「
（
同
号
の
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
「
法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項

の
特
別
勘
定
以
外
の
勘
定
」
を
「
同
号
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
特
別
勘
定
」
に
改
め
る
。



附
則
第
十
項
中
「
附
則
第
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
五
項
」
に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
第
一
項
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
三
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上

げ
る
。

附
則
第
六
条
及
び
第
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
機
構
が
当
分
の
間
行
う
こ
と
が
で
き
る
業
務
に
関
す
る
特
例
）

第
六
条

法
附
則
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
同
項
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
場
合
に
は
、
次
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二

第
三
十
三
条
第
一
項

附
則
第
十
二
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

項
、
第
十
六
条
第
一
項

す
る
法
第
三
十
三
条
第
一
項

第
十
五
条
第
一
項
第
一
号

事
業
年
度

事
業
年
度
の
都
市
再
生
業
務
に
係
る
勘
定

第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
、

の
出
資
金

都
市
再
生
業
務
に
充
て
る
べ
き
も
の
と
し
て
出
資
さ
れ
た



第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十

出
資
金

八
条
、
第
二
十
条
、
第
二
十

三
条

第
十
五
条
第
一
項
第
二
号

積
み
立
て
た

都
市
再
生
業
務
に
係
る
勘
定
に
お
い
て
積
み
立
て
た

第
十
五
条
第
二
項
、
第
十
六

出
資
し
た

都
市
再
生
業
務
に
充
て
る
べ
き
も
の
と
し
て
出
資
し
た

条
第
一
項
、
第
二
十
条
第
一

項
、
第
二
十
一
条
第
一
項

第
十
五
条
第
三
項
、
第
十
八

出
資
が
あ
っ
た
と
き

都
市
再
生
業
務
に
充
て
る
べ
き
も
の
と
し
て
出
資
が
あ
っ

条
第
二
項
、
第
二
十
条
第
二

た
と
き

項
、
第
二
十
三
条
第
二
項

第
十
六
条
第
一
項
、
第
二
十

計
算
書
に
、

計
算
書
に
、
都
市
再
生
業
務
に
係
る
勘
定
に
お
け
る

一
条
第
一
項

第
十
九
条
第
一
項

第
三
十
三
条
第
二
項

附
則
第
十
二
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用



す
る
法
第
三
十
三
条
第
二
項

第
十
一
条

第
十
一
条
及
び
附
則
第
十
二
条
第
一
項

附
則
第
八
条
、
附
則
第
九
条

附
則
第
二
十
一
条
第
一

附
則
第
二
十
一
条
第
一
項
（
法
附
則
第
十
二
条
第
七
項
の

項

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

２

法
附
則
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
同
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
業
務
（
同
号
の
業
務
に
あ
っ
て
は
、
公

的
資
金
に
よ
る
住
宅
及
び
宅
地
の
供
給
体
制
の
整
備
の
た
め
の
公
営
住
宅
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年

法
律
第

号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
十
一
条
第
二
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
業
務
に
限
る
。
）
と

し
て
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
開
発
行
為
を
行
う
場
合
に
は

、
同
項
第
一
号
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な
し
て
、
こ
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
国
庫
等
に
納
付
す
べ
き
金
額
等
）

第
七
条

法
附
則
第
十
二
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
国
庫
及
び
地
方
公
共
団
体
（
そ
の
出
資
金
を
宅
地
造
成
等
経

過
業
務
に
充
て
る
べ
き
も
の
と
し
て
出
資
し
た
も
の
に
限
る
。
次
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
納
付

す
べ
き
金
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
納
付
金
額
」
と
い
う
。
）
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
に
協
議
し
て
定
め



る
も
の
と
す
る
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
金
額
を
定
め
た
と
き
は
、
機
構
及
び
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
そ
の
納

付
金
額
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
宅
地
造
成
等
経
過
業
務
を
終
え
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
係
る
財
務
諸
表
（
通
則
法

第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
諸
表
を
い
う
。
）
の
提
出
が
あ
っ
た
日
か
ら
一
月
以
内
に
す
る
も
の
と
す
る
。

４

機
構
は
、
納
付
金
額
を
法
附
則
第
十
二
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
及
び
地
方
公
共
団
体
に
納
付
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
当
該
納
付
金
額
を
政
府
及
び
当
該
地
方
公
共
団
体
か
ら
宅
地
造
成
等
経
過
業
務
に
充
て
る
べ
き
も
の
と
し
て
出

資
さ
れ
た
出
資
金
の
額
に
応
じ
て
按
分
す
る
も
の
と
す
る
。

５

前
項
に
規
定
す
る
出
資
金
の
額
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
に
お
け
る
政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
か
ら
宅
地
造
成
等
経

過
業
務
に
充
て
る
べ
き
も
の
と
し
て
出
資
さ
れ
た
出
資
金
の
額
（
同
日
後
法
附
則
第
十
二
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
宅

地
造
成
等
経
過
業
務
に
係
る
勘
定
を
廃
止
す
る
日
ま
で
の
間
に
政
府
又
は
地
方
公
共
団
体
か
ら
機
構
に
宅
地
造
成
等
経
過

業
務
に
充
て
る
べ
き
も
の
と
し
て
出
資
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
出
資
の
額
に
、
当
該
出
資
が
あ
っ
た
日
か
ら
当
該
宅
地

造
成
等
経
過
業
務
に
係
る
勘
定
を
廃
止
す
る
日
ま
で
の
日
数
を
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
当
該
宅
地
造
成
等
経
過
業
務



に
係
る
勘
定
を
廃
止
す
る
日
ま
で
の
日
数
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
加
え
た
額
）
と
す
る
。

６

機
構
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
、
そ
の
納
付
金

額
を
国
庫
及
び
地
方
公
共
団
体
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
六
条
の
十
六
第
十
一
項
第
五
号
を
削
る
。

（
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
第
三
十
五
号
か
ら
第
九
十
二
号
ま
で
」
を
「
第
三
十
四
号
か
ら
第
九
十
一
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
九
号

を
削
り
、
同
条
第
十
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
十
一
号
か
ら
第
三
十
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
四

十
号
中
「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
十
九
号
と
し
、
同
条
第
四
十
一
号
を
同
条
第
四
十
号
と

し
、
同
条
第
四
十
二
号
か
ら
第
六
十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
六
十
四
号
中
「
第
十
五
号
」
を
「
第
十
四



号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
十
三
号
と
し
、
同
条
第
六
十
五
号
を
同
条
第
六
十
四
号
と
し
、
同
条
第
六
十
六
号
か
ら
第

六
十
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
六
十
九
号
中
「
第
二
十
一
号
」
を
「
第
二
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条

第
六
十
八
号
と
し
、
同
条
第
七
十
号
中
「
第
三
十
一
号
」
を
「
第
三
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
十
九
号
と
し
、
同

条
第
七
十
一
号
を
同
条
第
七
十
号
と
し
、
同
条
第
七
十
二
号
か
ら
第
九
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

（
首
都
圏
整
備
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

首
都
圏
整
備
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
一
号
の
表
第
七
条
第
一
号
に
規
定
す
る
事
項
に
係
る
事
業
の
項
中
「
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
」
を

削
る
。

（
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
七
条
第
二
項
及
び
第
四
十
条
第
一
号
中
「
第
六
項
」
を
「
第
七
項
」
に
、
「
第
七
項
」
を
「
第
八
項
」
に
改
め
る
。

（
司
法
書
士
法
施
行
令
及
び
土
地
家
屋
調
査
士
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
附
則
第
十
二
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
」
を
「
附
則
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
四
条



第
一
項
」
に
改
め
る
。

一

司
法
書
士
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
三
年
政
令
第
三
百
七
十
九
号
）
附
則
第
二
項

二

土
地
家
屋
調
査
士
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
四
年
政
令
第
二
百
九
十
八
号
）
附
則
第
二
項

（
国
土
交
通
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
第
十
号
中
「
附
則
第
三
条
の
二
」
を
「
附
則
第
四
条
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
条
を
削
り
、
附
則
第
三
条
の
二
を
附
則
第
四
条
と
す
る
。

附
則
第
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
九
条

削
除

附
則
第
二
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条

削
除

附

則

（
施
行
期
日
）



１

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
交
付
金
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

公
的
資
金
に
よ
る
住
宅
及
び
宅
地
の
供
給
体
制
の
整
備
の
た
め
の
公
営
住
宅
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
一
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
。
次
項
に
お
い
て
「
旧
公
営
住
宅
法
」
と
い
う
。

）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
で
平
成
十
六
年
度
以
前
の
年
度
の
歳
出
予
算
に
係
る
も
の
の
う
ち
、
平
成
十
七
年
度

以
降
の
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
た
も
の
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
二
条
第
九
号
の
規

定
は
、
旧
公
営
住
宅
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
に
つ
い

て
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
中
「
公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号

）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
公
的
資
金
に
よ
る
住
宅
及
び
宅
地
の
供
給
体
制
の
整
備
の
た
め

の
公
営
住
宅
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第

号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
公
営
住

宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
（
公
的
資
金
に
よ
る
住
宅
及
び
宅
地
の

供
給
体
制
の
整
備
の
た
め
の
公
営
住
宅
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
（



平
成
十
七
年
政
令
第

号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。





理

由

公
的
資
金
に
よ
る
住
宅
及
び
宅
地
の
供
給
体
制
の
整
備
の
た
め
の
公
営
住
宅
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い

、
公
営
住
宅
の
管
理
の
特
例
に
係
る
公
営
住
宅
法
の
規
定
の
適
用
に
関
す
る
技
術
的
読
替
え
及
び
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機

構
が
宅
地
造
成
等
経
過
業
務
に
係
る
勘
定
を
廃
止
す
る
場
合
に
お
い
て
国
庫
等
に
納
付
す
べ
き
金
額
を
定
め
る
等
関
係
政
令
の

規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。




